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近 代 に お け るア イ デ ンテ ィテ ィの形 成 と

　　　　　　　そ の類 型 化 につ い て

平 　 田　 一一 郎

要 　 旨

　現代におけ るア クチ ュアル な諸 問題 はアイデ ンテ ィティを巡 る諸問題 である と言 って良い。 し

か もそ うい った アイ デ ンテ ィテ ィは近代 において形成 された もので ある。 そ こで先ず アイデ ンテ

ィテ ィの近代におけ る背景 について、個 人的アイデ ンティテ ィは テイラーの研究 に よ り、集 団的

アイデ ンティテ ィはそ の典型 としてのナ シ ョナ リズ ムについて のグ リー ンフ ェル ドの研究 に よ り

なが ら見てい く。 テイ ラー、 グリー ンフェル ドはそれぞれ個人的 アイデ ンテ ィテ ィーや ナ シ ョナ

リズ ムについて の諸類型 を見 出 したのであ るが、 この論文ではそ ういった彼 らの諸類型 をアイデ

ンテ ィテ ィの一般的類型へ とま とめる。 そ してその一般的類型へ現代 の諸 問題 を位置 づける こと

に よ り、そ うい った諸問題同士の関係について、全体的な見通 しを得 ることにす る。

キ ー ワ ー ド　 アイ デ ンテ ィテ ィ、 ナ シ ョナ リズ ム、 自由 主 義 、 近 代 、 類 型 化

1　 現代におけるアイデンテ ィテ ィの重要性

　 現 代 に お け る ア クチ ュ アル な 諸 問 題 の 根 底 に アイ デ ン テ ィテ ィが あ る こ とは 確 か で あ る。 例

え ば テ ロが 問 題 に な るイ ス ラ ム原 理 主 義 は 、 あ る程 度 経 済 的 問 題 が 関 わ るに せ よ、 グ ロ ーバ ル

化 とい う名 の 「ア メ リカ化 」 に よ る世 界 の 均 質 化 に 対 す るイ ス ラ ム ・アイ デ ン テ ィ テ ィに よ る

反 発 と考 え るべ きで あ ろ う。 他 方 そ れ に 対 抗 す る ア メ リカは 、 普 遍 的 な 意 味 づ け と して 「反 テ

ロ」 を 主 張 す るに せ よ、 同胞 と して の 「ア メ リカ人 」 の 死 に 対 す る衝 撃 や そ れ に 対 す る復 讐 と

い った こ とが 根 本 に あ る と考 え た 方 が 良 い 。 そ の 限 りで そ こで 問 題 に な って い るの は ア メ リカ

の 「ナ シ ョナ リズ ム」、 ナ シ ョナ ル ・ア イ デ ンテ ィ テ ィで あ る。 しか もそ れ は キ リス ト教 原 理

主 義 　 宗 教 的 アイ デ ン テ ィテ ィとあ る程 度 重 な る とい う意 味 で は 、 二 重 に アイ デ ン テ ィ テ ィ と

関 わ って い る と考 え て も良 い 。 あ るい は チ ベ ッ トの 問 題 も、 い くら中 国 当 局 が 経 済 的 開 発 を 誇

るに せ よ、 そ の 統 治 が チ ベ ッ ト人 の アイ デ ン テ ィテ ィ(そ して そ れ は チ ベ ッ ト仏 教 との 関 係 に

よ る宗 教 的 アイ デ ン テ ィテ ィと重 な る)を 犯 し、 漢 族 へ の 「同化 」 を 引 き起 こす 限 り、 い くら
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弾圧 しても問題の根は残 り続ける。

　このように先鋭で深刻な問題だけでな く、より日常的な諸問題においてもアイデンティティ

は重要な意味を持つ。例えばますます身近になってきた外国人との摩擦の問題がある。聖火 リ

レーにおける中国人のようなあからさまな他国のナショナリズムと結びつ く事例だけでな く、

より日常的な文化的衝突に関 しても、何らかの民族性やエスニシティにその根があるのは明ら

かである。多文化共生、マルチカルチュラリズムとはそ ういった異民族との共存への 「処方箋」

として主張されたが、どこまで有効かについては問題があろう。さらに今まで無視されてきた

性的なマイノリティ(同 性愛等)に 関 しても、そ ういったマイノリティのアイデンティティが

大きな問題となってきている。さらにフェミニズムによって、ジェンダー ・フリーが主張され

る時、そこでの 「ジェンダー」とは社会的 ・文化的性差　アイデンティティを指すのであ り、

社会的 ・文化的であるがゆえの変革可能性が、女性の解放の可能性につながる。

　 しか しこのように現代社会において問題となっているアイデンティティは、近代において歴

史的に形成されたものであって、何 らかの 「本質」、人間本性の根底をなすものではない。実

際アイデンティティとは 「自己とはなにものか」とい う意識に他ならないが、そ ういった 「意

識」は意識である限 り当人が自覚 し意識 しなければ存在 しない。前近代においては身分やカー

ス トによって自己の社会における位置づけは安定 してお り、ことさらに自己とは何か、といっ

たことを問う必要はなかった。そ ういった 「自覚」、自らのアイデンテ ィティについて意識す

るとい う事態は近代において初めて生 じたことなのである。

　例えば、女性は近代以前から女性であ り続けたが、ことさらに 「女性」であることを意識 し、

それが抑圧されたものであることを意識する(あ るいは抑圧そのものが生 じた)の は近代にお

いてであろう。宗教に関 しても近代以前からその宗教の信徒であることは変わらない し、宗教

同士の争いは前近代にもあったにせよ、そこでの正統　異端とい う感覚は現代において問題に

なっている宗教原理主義とは異なる。実際宗教原理主義は近代の世俗化が前提とな り、それへ

の対抗がその大きな要因となっているように思われる。民族性についても、近代おいて形成さ

れたとい う考え方が主流となっているナショナル ・アイデンティティは言 うまでもな く、そ う

いったネーションとは一線を画すとされるエスニシティもまた、原住民の場合は居住地におけ

る 「異なった」ネーションの形成を契機に して、移民の場合はまさに近代化によって移民を余

儀な くされ、他の国、異なった文化環境に置かれることで、自らのエスニシティを 「再発見」

することになった。

　そ していずれにせよ、このような近代において形成されたアイデンティティとは端的には個

人的アイデンティティー 「自己」であることは確かである。無論現代において問題となるアイ

デンティティが全て自己についての個人的アイデンティティである、とい うことにはならない。

む しろそ ういった近代的自己に対する対抗、否定も含めて、アイデンティティを巡る諸問題の
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中 心 に 「自己 」 が あ る とい うこ とで あ る。 む しろ こ うい った 近 代 的 自己 を 巡 る諸 問 題 で あ るが

ゆ え に 、 現 代 に お い て 問 題 とな って い る アイ デ ン テ ィテ ィは 近 代 に お い て 形 成 され た 、 と言 え

るの か も しれ な い 。 この よ うな 近 代 的 アイ デ ン テ ィテ ィー 自己 の 歴 史 的 形 成 に つ い て の 研 究 と

い うこ とで、 先 ず 挙 げ られ るべ きは チ ャー ル ズ ・テ イ ラ ーの 研 究 で あ ろ う1)。 さ らに そ うい っ

た アイ デ ンテ ィテ ィ形 成 の 歴 史 の 研 究 は 、 近 代 的 アイ デ ン テ ィテ ィの 諸 類 型 を 見 出す こ とに も

つ な が る。 そ こで まず そ うい った 近 代 的 自己 が どの よ うに 歴 史 的 に 形 成 され た の か 、 そ して そ

こに お い て どの よ うな 類 型 が 見 い だ せ るか とい うこ とを 、 テイ ラ ーの 研 究 に よ りな が ら見 て い

こ う。

2　 ア イデ ンテ ィテ ィの規定

　 と もあ れ アイ デ ン テ ィテ ィとは どの よ うな もの で あ ろ うか 。 あ る人 の アイ デ ン テ ィテ ィとは 、

端 的 に は そ の人 に対 す る 「あ な た は 誰?」 とい う問 い に 対 す る答 え と して あ る。 例 え ば 「私 は

日本 人 で あ る」 とい うな ら 「日本 人 」 とい うこ とが、 「私 は男 で あ る 」 とい うの な ら 「男 」 と

い う こ とが ア イ デ ン テ ィテ ィで あ る。 も っ と も こ こに あ る よ うに 一 人 の 個 人 に対 して 多様 な

「誰?」 とい う問 い に対 す る答 え が あ る が 、 む しろ アイ デ ンテ ィテ ィ とはそ の人 の そ の 人 た る

所 以 と して 、 多 様 な 層 を 持 ち多 様 に 表 現 され る と考 え るべ きか も しれ な い 。 しか しそ うい った

多 様 な 表 現 が あ って も、 そ の 人 が そ の 人 で あ る限 りあ る核 と して は 単 一 で あ ろ う。 即 ちそ の 人

の 諸 々の 性 質 を 挙 げ た り、 そ れ を 重 ね 合 わ せ るだ け で は 、 アイ デ ン テ ィ テ ィの 一 部 を 表 現 した

に して も、 アイ デ ン テ ィテ ィそ の もの の 規 定 に は 至 らな い 。

　 こ うい った 困 難 を 持 つ アイ デ ン テ ィテ ィに つ い て 、 チ ャ ール ズ ・テイ ラ ーは 次 の よ うに 規 定

す る。

私 の アイ デ ン テ ィテ ィは 、 何 が 善 で あ り価値 が あ る もの な の か 、 あ るい は 何 が な され るべ

きで あ り、 何 に 賛 成 し、 何 に 反 対 す るの か 、 そ うい った こ とを 場 合 場 合 に よ って 私 が 決 定

す る よ う試 み る こ とが で き る枠 組 み な い し地 平 を提 供 して くれ る、 関与(commitment)

と 自己 確 認(identification)に よっ て規 定 され る2)

このように考えるとき、アイデンティティを巡る問題が単なる経済的問題ではすまない深刻な

ものになる理由も分かってくる。実際これは 「何が善であ り価値があるものなのか」「何がな

されるべきであ り、何に賛成 し、何に反対するのか」とい う価値づけや道徳に関わって くるの

であ り、それゆえアイデ ンティティを侵されるということは、その人の価値観を侵す、「悪」

としか思えないことになる。あるいはアイデンティティの喪失とは、その人がこれまでそれに
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従って生きてきた根本的な価値観、よすがが失われたとい うことであ り、その場合自分が今ま

で してきたことは一体何であったのか、そ うしたことを してきた自分とはそもそも何者なのか、

そ してこれからどうすべきなのか、といったことが全 く分からない状態になって しまうとうい

うことなのである。

　従ってこういったアイデンティティの喪失をもたらすグロー・ミル化や自らの民族への侵略に

対 してテロや暴動を起こすとい うことも理解できないわけではない。さらにアイデンティティ

をめ ぐる問題は、そ ういった根本的な価値観同士の問題であるがゆえに、お互いに譲れない深

刻なものとなる。それはある程度の妥協が可能である経済的問題とは全 くレベルが異なる、金

によっては補償、代替できない問題である。さらに客観的事実がどうであれ、「こうあるべき

だ」とい うことから、客観的、歴史的事実すら意味がな くな りがちである。

　ともあれ、このようにアイデンティティの根幹にある 「価値観」とはどのようなものであろ

うか。そこでテイ ラーは 「道徳的源泉」(moral　 source)と しての 「構成的善」(constitutive

good)と いう考え方を持ち出す。彼によれば、われわれの行為を規定する価値づけの方向が

目指すものこそ 「善」(good)と 呼ぶべきものである、となる。そ ういった善への価値づけは

「善への愛」とも言えるのであるが、善への愛こそがわれわれを善き行為へと動機づけること

になる。それゆえそ ういった善は、それへの愛がわれわれに善いことをなさしめ、善 くあるた

めの力を与えるとい う意味で 「構成的善」と称されることになるし、それゆえこの構成的善こ

そ 「道徳的源泉」となる。

　また こういった 「道徳的源泉」はその人の内面に位置づけられる必要はない。確かに通常

「良心」はその人の内面にある。 しか しそ ういった内面性は近代特有のもので しかない。例え

ば神はそ ういった構成的善のもっとも典型的なものと見なせる。その場合、西洋近代において

こそ神は内面の良心において実存的に出会 うものであるかもしれないが、通常外部、それもこ

の世界を超えた超越的な存在として考えるのが普通であろう。それは教会や諸々の制度によっ

て規定されるものかもしれない。

3　 個人的アイデンテ ィテ ィの歴史的形成と二つの類型

3-1　 自由注義的自己

　ともあれ、 こういったアイデンティティが人間本性(human　 nature)に おける普遍的なも

のではない、言い換えればどのような時代、どのような文化においても共通する人間の人間た

る所以に関わるものでないことは先に述べた通 りである。

　確かにわれわれはあらゆる時代、あらゆる文化において何らかの意味でのアイデンティティ

を問題に してきたと考えることができるかもしれない。そ してその場合私の私である所以のも
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のは、伝統的には 「魂」とされてきた。 しか しテイラーによれば、北シベ リアのブリアー ト文

化においては人間が三つの魂を持っていてその一つの部分は生きている間でも外に出て行って

留まる、とされる。ここから単一の領域としての自己とい うわれわれに常識的な考え方は普遍

的でないことが分かる。

　心、魂を単一の領域 としたのは、テイラーによればプラ トンである。彼の魂観は、有名な

「理性」「気概」「欲望」とい う三分法によるとい う限 りでブリアー ト文化の魂観と共通 してい

る。 しか しこの三部分は決 してブリアー トにおけるような一部が分裂 して外に出てい くような

ものとはなっていない。む しろ気概 と欲望の二つの部分が理性とい う最上位の部分を御者とし

た戦車の二頭の馬とされる。当然これら三つの部分は戦車が一体であるがごとく一体のものと

されるのである。

　他方プラ トンの魂は外部 のイデア(idea)を 志向する。 このイデアは近代におけるidea-

「観念」と異な り、決 して内的なものではない。む しろ生成消滅するこの世界を超越 した、真

なる世界の対象である。それゆえそ ういったイデアを志向する魂、そ してそれを統御する理性

は本来的には外部に向いたものであって、決 して 「内面」とは言えない。その限 りではプラ ト

ンの魂についての考え方は、近代的ではない。

　このような魂の 「内面化」はアウグスチヌスによってなされた。彼は理性と非理性の区別を

内　外の区別と重ね合わせた。従ってその場合、理性による思考とは、近代的な意味での 「観

念」　 内的対象を統御するものになる。そ してその限 りで、そ ういった内面による一人称的視

点が根源的なものとされた。

　 しか しそ ういったアウグスチヌスの 「内面」も、この世界を超越 した神とつながっている。

その限 りでアウグスチヌスにとっての道徳的源泉は神とい う外部なのである。そ してそれゆえ、

アウグスチヌスにおける理性は世界から離脱 した主体とは言えない。この離脱を初めてな した

のがデカル トである。

　デカル トはアウグスチヌスにおける内面と神とのつなが りを断ち切 り、内面そのもの一理性

を道徳的源泉とな した。彼において心の内面は外部の機械論的世界の表象となる。イデアや神

といった 目的を志向する目的論的世界を拒否 したのである。そ してそ ういった外部の表象とし

ての観念を統御 し、秩序付けるのが理性に他ならない。この制御する理性こそ、人間の尊厳と

な り道徳的源泉となる。その場合こういった機械論的世界の因果性の制御、支配が可能になる

のは、 自己が世界か ら 「離脱」(disengagement)し 、 自然を客体化することによってである。

こうして内面性の独立　外部的世界からの独立がなされた。

　 ロックはこういったデカル トの世界からの離脱を徹底 した。デカル トにおける生得観念には、

未だ 目的論的色彩があった。 ロックはこれを否定すると共に、それを制御する理性一 自己さえ

も個別観念の組み合わせとして徹底的に機械論的なものとする。そ してそ ういった機械論的な
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自己は、偶然的結合の産物であ り、その偶然性の積み重ねによって習慣を形成する。 しか しそ

ういった習慣を自己は偶然性ゆえにつねにそれを打ち破 り再形成することができる。その再形

成の主体こそ、「瞬間的自己」(punctual　self)に 他ならない。 ここにおいて自己は世界からの

みならず、習慣によって形成された自己からも離脱する。そ してこのような ロックの離脱 した

自己、瞬間的自己こそが、伝統や共同体の束縛から解放された、自然権を有する自由主義的な

自己に他ならない。

3-2　 表出主義的自己

　 しか し近代におけるアイデンティティはこのような自由主義的自己に限られるわけではない。

確かに自由主義的自己においては内面性が離脱と結びつき、それによって各個人の世界や他者

からの独立一 ア トミズムが生み出された。 しか し近代的アイデンティティの内面性には別の可

能性がある。その可能性を最初に切 り開いたのはル ソーである。

　ル ソーは 「自然の呼び声」を道徳的源泉とした。 しか しここでの 「自然」はデカル トやロッ

クのような 「機械論的自然」ではない。 しか しまた、プラ トンのイデア論のような、人間の外

部の 目的による 「目的論的自然」もない。その声は内面化された自然を前提としながらも、そ

こにおける善なる理性の 「内なる声」に他ならない。ここで理性が善なるものとしてその内な

る声が道徳的源泉とな りえたのは、自然な感情こそ道徳の源泉である、とする道徳感情論をル

ソーが引き継いでいるからである。ともあれそのように して理性は内面化された自然を表現す

る、即ちその本性を自己実現する。そ ういった理性のあ り方をテイラーは 「表出主義」(ex-

pressivism)と 名付けた。

もしもわれわれの自然へのアクセスが内的な声、あるいは衝動を通 してであるなら、その

時われわれがわれわれの内部で見出すものを明確にすることにより、この自然をわれわれ

は十分に知 り得る。このことは、自然についてのこの新たな哲学の別の決定的な特徴、わ

れわれの各々の中での自然の実現はまたある形式の表出(expression)で あるとい う考え

と結びついている。これが他の所で 「表出主義」と私が読んだ見解である4)

　 しか しこの表出主義においては、内面の自然を表出するとい うことに限られない。言語を例

に取れば、ある事物を示すとい う表象論的とらえ方以外に、その言語の表現そのものが何もの

かを生み出すとい うことがある。それをテイラーは 「詩的力」と呼ぶ5)が 、このような力は言

語そのものに起源をもつものなのである。表出主義とは、このように表現そのものの中に何ら

かの意味を見出す考え方でもある。

　従ってこの表出主義においては、ただ内面化された自然を表現するだけでな く、その表現、
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表出それ自体がある種の創造的な力を有する、とされる。その限 りでこういった表出主義的自

己は、自由主義的自己の場合と異な り、創造的構想力とい う新たな詩的力を同定 し、高めると

い うことになる。実際自由主義的自己における表象の操作をする理性はただ手続き的なだけで

あって新たな表象を自ら生み出すことはないが、この表出主義的自己は、表出それ自身によっ

て、表出されるものにない新たなものを産出することになる。

　このような表出主義は18世 紀末から19世紀初めの ロマン主義において展開されていった。そ

れはそれまでの自由主義からの革命(表 出主義的転回)で あって、19世 紀初頭の詩人達(ワ ー

ズワースやヘルダーリン)や ロマン主義によってなされたのである。特にヘルダーが重要であ

るが、またヘーゲルなどの 「ドイツ観念論」の哲学者たちもまたその中に入れられる。

　さらにこういった表出主義的 自己においては個人主義的自己にはない 「真正 さ」(authenti-

city)が 求め られることになる。実際個人主義的 自己はその離脱性ゆえに修正する自由、変化

する自由を得るし、その限 りで操作主義、道具主義的なものとなるが、表出主義的自己におい

ては、「内なる自然」の表出による限 りそ ういった自由はない。むしろそれは表出され る主体

としてある種の自然二本性によるものである限 り、真にその本性を表出しているかどうかが問

題となる。それゆえそこでは 「真なる自己」「真正さ」が問題 となる。

　ともあれ以上のように個人的アイデンティティの近代における形成の歴史をたどることによ

り、テイラーが見出 したのは、離脱 した自己、瞬間的自己とい う自由主義的な自己と、「真正

さ」を求めるロマン主義的、表出主義的自己とい う二つの類型であった。もっともテイラー自

身がコミットしているのは明らかに表出主義的自己である。それは彼の共同体主義とい う立場

による自由主義批判とい う点からの当然の帰結であろ う。即ちテイラーは近代の自由主義がも

たらす弊害を取 り除 く可能性を、同じ近代がもたらした表出主義の中に見出そ うとするのであ

る。

4　 集団的ア イデ ンテ ィテ ィ

4-1　 集団的アイデンテ ィテ ィの重要性とナショナ リズム

　テイラーの近代におけるアイデンティティの形成の歴史とは何よりも 「自己」としての個人

的アイデンティティ形成の歴史に他ならなかった。実際近代的アイデンティティとはまさに個

人の自律や個人の人権が問題になるとい う限 りで、先ず個人的アイデンティティとして考えね

ばならない、とい うことは確かであろう。

　 しか しそ ういった個人的アイデンティティは個人的アイデンティティだけでは完結 しない。

個人的アイデンティティはその人個人が自分だけでそ う思ったとしても意味がない。何よりも
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周 りの 人 間 も また そ うだ と認 め て 初 め て 意 味 を もつ 。 こ うい った 状 況 を テイ ラ ーは アイ デ ン テ

ィテ ィの 「対 話 的 本 性 」 と呼 ぶ 。

私 が 私 自身 の アイ デ ン テ ィテ ィを 発 見 す る と言 うこ とは 、 そ の 発 見 が 孤 独 の うちに 達 成 さ

れ る こ とを 意 味 す るの で は な い 。 そ れ は 私 が 他 者 と、 一 部 に は 公 然 と した 対 話 を 通 して 、

一 部 に は 内面 の 対 話 を 通 して
、 アイ デ ン テ ィテ ィを 取 り決 め る こ とを 意 味 す る。 内 面 に お

い て 生 み だ され る アイ デ ン テ ィテ ィの 理 念 の 発 展 が 承 認(recognition)に 新 た な 重 要 性 を

付 与 す るの は 、 この ゆ え で あ る。 私 自身 の アイ デ ン テ ィテ ィは 、 私 と他 者 との 対 話 的 な 関

係(dialogical　 relations)に 決 定 的 に依 存 して い る の で あ る6)

こういった 「対話的関係」はアイデンティティにおいて他者の 「承認」が必須であるとい うこ

とを意味する。もっともこういった 「承認」は近代特有の問題であると考えるべきかもしれな

い。実際近代以前であれば、身分制の中で 「貴族である」とか 「農民である」といったあ り方

が当人を含めた誰にとっても明白なものであ り、それをことさら承認する必要はなかったであ

ろう。 しか し近代においてそ ういった身分制がこわれ、社会的流動性が増すと共に個人として

のアイデンティティが重視されるが故に、逆にそ ういった他者からの承認を必要とすることに

なった。

　さらにアイデンティティの対話的本性はそ ういった対話的関係が成 り立つ共同体を前提とし

てもいる。個人的アイデンティティが成立するためには対話が成 り立つ相手同士の間での何ら

かの集団が必要なのであ り、それゆえそ ういった集団に属するとい う集団的アイデンティティ

が必ず伴わねばならない。それゆえテイラーは 「共同体主義」(communitarianism)を 主張す

る。そ して共同体主義の立場に立てば、個人的アイデンティティに集団的アイデンティティが

伴 うのは自然なことであろう。

　 しか しこのように個人的アイデンティティに集団的アイデンティティが伴わねぽならないと

い うことは、テイラーのような共同体主義に立たな くとも一般に認められる。例えば ノージッ

クの リバタリアニズムは徹底 した個人主義に立つ。即ち個人の所有権と自由を最大限に保障 し

ようとし、だか らこそロールズ的な再分配を否定する7)。それはテイラーの様な共同体主義の

対極にある考え方である。 しか しそれにも関わらず、彼が考えるユー トピアとは、自らに適 し

た共同体への移動の自由が最大限に保障された上で、そ ういった共同体が共存する枠組みとさ

れる。そこでは経済学における自由な市場における価格の均衡に類する、人間の自由な出入 り

による各共同体の均衡が考えられている。その限 りでノージックにおいてさえもユー トピアの

構想が共同体 レベルでなされるのであ り、それは集団的アイデンティティが人間のアイデンテ

ィティにおいて必須であることを示 している。
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　 こ うい った 集 団 的 アイ デ ン テ ィテ ィに は 色 々な もの が あ る。前 近 代 的 な社 会 に お け る 「身 分 」

や カ ー ス トもあ れ ば 、 現 代 に お い て 問 題 とな って い るイ ス ラ ム原 理 主 義 な どの 宗 教 原 理 主 義 も

あ る。 さ らに 文 化 や 言 語 を 共 有 す る民 族 集 団 の アイ デ ン テ ィテ ィと して の エ ス ニ シ テ ィや 、 男

女 に 関 す る ジ ェ ン ダ ー も重 要 で あ る。

　 しか しわ れ わ れ は そ うい った 集 団 的 アイ デ ン テ ィテ ィの 中 で 現 代 に お い て も っ と も重 要 な も

の 、 あ る意 味 で そ の 典 型 とな って い る もの と して の ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィ テ ィ、 そ して そ

れ を 形 成 す る ナ シ ョナ リズ ムに つ い て 注 目 した い 。 実 際 近 代 化 とは ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィ

テ ィに よ る集 団 と して の ネ ー シ ョンに よ って 前 近 代 的 な 身 分 や カ ース トが 一 元 化 され る過 程 で

あ る。 そ して 現 代 の 宗 教 原 理 主 義 も ナ シ ョナ リズ ム との 相 関 関 係 の 中 か ら生 じた と考 え られ る。

実 際 ア ラ ブ ・ナ シ ョナ リズ ムの 挫 折 か らそ の 代 替 物 と して の イ ス ラ ム原 理 主 義 が 生 じ、 あ るい

は 逆 に ヒン ズ ー ・ナ シ ョナ リズ ムに 伴 う形 で の ヒ ン ズ ー原 理 主 義 が 生 じた 。 ア メ リカの キ リス

ト教 原 理 主 義 も ア メ リカの ナ シ ョナ リズ ム との 密 接 な 関 係 が 見 て 取 れ る。

　 さ らに 民 族 集 団 の エ ス ニ シ テ ィも また ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィテ ィの 一 変 種 とみ な せ る。

実 際 前 近 代 の 民 族 集 団 の あ る もの は ネ ー シ ョン とな り、 そ うい った ネ ー シ ョン とな れ な か った

マ イ ノ リテ ィー 原 住 民 の アイ デ ン テ ィテ ィー エ ス ニ シ テ ィや 、 異 な った ネ ー シ ョンの 国 家 へ 移

住 した 民 族 集 団 の エ ス ニ シ テ ィこそ 多 文 化 主 義 が 問 題 に す る。 そ の 場 合 しぼ しぼ ナ シ ョナ リズ

ムに よ る一 元 化 が 批 判 され るの で あ るが 、 そ うい った 一 元 化 は エ ス ニ シ テ ィ内 部 で も問 題 とな

る。 あ るい は ナ シ ョナ リズ ムに よ るネ ー シ ョン 同士 の 相 克 は 、 民 族 集 団 同 士 で も同 じで あ り、

「民 族 独 立 」 に よ るネ ー シ ョンへ の 志 向 も根 強 い もの が あ る。 そ の 限 りで 民 族 集 団一 エ トノス

の エ ス ニ シ テ ィは ネ ー シ ョンの ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィテ ィと 同型 で あ る。

　 そ れ ゆ え わ れ わ れ は 現 代 に お け る集 団 的 アイ デ ン テ ィテ ィの 典 型 と して ナ シ ョナル ・アイ デ

ンテ ィテ ィを 、 あ るい は そ うい った ネ ー シ ョンを 形 成 す る原 理 と して の ナ シ ョナ リズ ムを 取 り

上 げ るべ きで あ ろ う。

　 この よ うな ネ ー シ ョンの 形 成 、 即 ち ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィテ ィの 発 生 に つ い て は 、 近 代

化 に よ っ て形 成 され た もの で あ る、 とす る の が一 般 的 で あ る8)。 即 ち 近 代 以 前 に は身 近 な村 や

そ の 近 辺 しか 意 識 が 及 ぼ な か った の に 対 して 、 近 代 化 に よ る マ ス コ ミ(特 に19世 紀 に お い て は

新 聞)の 発 達 が そ の 国 の 国 民 を 同胞 と して 考 え る よ うに させ る。 さ らに 学 校 教 育 や 軍 隊 に お け

る教 育 に よ って も 「国 民 」 が 作 られ る。 そ して そ うい った ネ ー シ ョン ・ビル デ ィ ン グに よ りナ

シ ョナ リズ ムが 生 じた とす る。

　 しか し リー ア ・グ リー ン フ ェル ド9)は この 因 果 関 係 を逆 転 す る。彼 女 は 「歴 史 的 に は 、 ナ シ

ョナ リズ ムの 出 現 は 、 近 代 化 の あ らゆ る 重 要 な構 成 要 素 の 発 達 に先 ん じて いた 」lo)と す る。

即 ち近 代 とは ナ シ ョナ リズ ムに よ って 定 義 され る もの で あ り、 近 代 を 構 築 す る要 素 で あ る とい

うの で あ る。 これ は ナ シ ョナ リズ ム とい う 「観 念 」 が 近 代 を 作 り出 した とい う立 場 で あ る限 り
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「観 念 論 的 立 場 」 と評 され るll)。 確 か に、 日本 な どを 見 て も、 ナ シ ョナ リズ ムが ネ ー シ ョン

や ネ ー シ ョン ・ス テ ー トに 先 行 した とい う方 が 一 般 的 で あ る よ うに 思 わ れ る。 も っ と もそ れ は

「上 か らの 」 不 自然 な 近 代 化 に よ る もの で あ って 、 本 来 的 な イ ギ リスな どの 「下 か らの 」 近 代

化 とは 異 な る と され るの が 普 通 で あ った 。 しか しグ リー ン フ ェル ドは ま さに 、 そ うい った イ ギ

リス　 正 確 に は イ ング ラ ン ドに つ い て もそ の よ うな ア プ ローチ で 研 究 して い る。 そ こで わ れ わ

れ は ナ シ ョナ リズ ムの 歴 史 的 形 成 に つ い て グ リー ン フ ェル ドの 研 究 を 見 て み よ う。

4-2　 ナ シ ョナ リズ ム の 規 定

　グ リー ンフ ェル ドに よれ ば ナ シ ョナ リズ ム とは 次 の よ うな もの で あ る。

「ナ シ ョナ リズ ム」 とい う語 は こ こで は 、 ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィ テ ィ(あ るい は ナ シ

ョナ リテ ィ)と ナ シ ョナル な 意 識 、 そ して そ れ らに 基 礎 を 置 く集 合 体一 ネ ー シ ョンが そ れ

に 包 含 され る包 括 的 な 語 と して 使 わ れ る。 と きお りそ れ は ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィ テ ィ

や ナ シ ョナル な 意 識 が 基 づ く明確 な イ デ オ ロギ ーを 指 示 す るの に も使 わ れ る。 そ して そ の

よ うに 明示 され な い 限 り、 そ れ が しば しば 意 味 して い る よ うな 、 政 治 的 に 活 動 的 で 外 国 人

排 斥 的 な 変 種 を 意 味 しな い12)。

ネ ー シ ョン とい う観 念 が あ って 、 現 実 の ネ ー シ ョン とい う人 間 集 団 が 生 み 出 され る。 そ して そ

うい った ネ ー シ ョンを 生 み 出そ うとす る個 々の 人 間 の 社 会 的 行 為 や 社 会 的 協 同 と、 ネ ー シ ョン

を ネ ー シ ョンた ら しめ て い る ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィテ ィに 関 す る社 会 的 諸 現 象 とを ナ シ ョ

ナ リズ ム と して 包 括 的 に 捉 え るの で あ る。 即 ち ネ ー シ ョンを 現 実 に 存 在 す る集 団 の 名 前 と して

で は な く、 歴 史 的 に 展 開 して い く観 念 と して まず と らえ 、 そ の 後 に そ れ に 基 礎 を 置 く社 会 構 造

と して の 実 際 の 人 間 集 団 や そ うい った 人 間 集 団 に 関 係 す る諸 現 象 を 問 題 に す るが ゆ え に 「一 イ

ズ ム」 と して と らえ るの で あ る。 そ の 限 りで ナ シ ョナ リズ ムの核 に あ る観 念 こそ が ネ ー シ ョン

に 他 な らな い 。

　 そ の 場 合 グ リー ン フ ェル ドが あ る 種 の 人 間 集 団 と し て の ネ ー シ ョ ン と は 「創 られ た 」

(invented)も の で あ る とい う立 場 に 立 って い る の は 明 らか で あ る。 ナ シ ョナ リズ ム華 や か な

り し時 代 に お い て は 、 ナ シ ョナ リス トは ネ ー シ ョンを 何 か 古 代 か ら連 綿 と続 く集 団 で あ り、 そ

れ ゆ え ナ シ ョナル ・アイ デ ン テ ィテ ィとは そ うい った 固 定 した 「本 性 」 で あ る と考 え るの が 普

通 で あ った 。 こ うい った ネ ー シ ョンの 「本 質 主 義 」 に 対 して 、 現 代 の ナ シ ョナ リズ ム論 の 主 流

は 、 ゲル ナ ーや ア ン ダ ー ソ ンの よ うに そ れ が 近 代 に お い て 創 られ た 、 人 為 的 な もの で あ る とい

うもの で あ る13)。 も っ と も ア ン ソ ニ ー ・ス ミス の よ うに前 近 代 か ら歴 史 的 に連 続 して い る文 化

的 な民 族 集 団　 エ トニが近 代 に お い て ネ ー シ ョ ンに転 換 され た とい う主 張 も あ る14)が 、 これ
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も 「転 換 」 とい う形 で 近 代 に お い て 「創 られ た 」 とい う点 で は 共 通 して い る と見 て よい か も し

れ な い 。 そ して グ リー ン フ ェル ドも また こ うい った 立 場 に 立 って い る。

　 また 「そ して そ の よ うに 明示 され な い 限 り、 そ れ が しば しば 意 味 して い る よ うな 、 政 治 的 に

活 動 的 で 外 国 人 排 斥 的 な 変 種 を 意 味 しな い 」 とい う規 定 は 、 彼 女 の ナ シ ョナ リズ ムに 対 す る根

本 的 態 度 を 示 唆 す る。 通 常 ナ シ ョナ リズ ムに つ い て は 一 元 化 に よ る多様 性 の 抑 圧 、 マイ ノ リテ

ィの 排 除 とい った 危 険 性 が 主 張 され る。 グ リー ン フ ェル ドも また そ うい った 危 険 性 を ナ シ ョナ

リズ ムに 認 め るが 、 そ れ が 全 て で あ る とは して い な い 。 そ れ ど こ ろか そ うい った あ り方 は も と

も と最 初 に ナ シ ョナ リズ ムが 生 じた と きに は 無 か った の だ とす る。 そ れ は ナ シ ョナ リズ ムの 歴

史 的 展 開 、 ナ シ ョナ リズ ムに お け る ネ ー シ ョン とい う観 念 の 展 開 に お い て 見 出 され るの で あ る。

4-3　 ネ ー シ ョン と ピ ープ ル

　 人 は あ る観 念 に 基 づ い た 社 会 的 行 動 を な す こ とで あ る社 会 的 構 造 を 生 み 出 し、 さ らに そ うい

った 構 造 の 下 で そ れ を 生 み 出 した 観 念 に 人 は 新 た な 解 釈 を 生 み だ して そ の 観 念 が 変 化 して い く。

ナ シ ョナ リズ ムの核 に あ るネ ー シ ョン も また そ うで あ る。 即 ち近 代 的 な 意 味 で の ネ ー シ ョンは 、

ラ テ ン語 のnatioの 意 味 が あ る状 況 に 置 か れ て 変 化 し、 そ の 変 化 した 意 味 が さ らに 新 た な 状 況

に 置 か れ る、 とい った 形 を と った 。

　 グ リー ンフ ェル ドに よれ ば 、 も と も と ネ ー シ ョンの 語 源 とな る ラ テ ン語 のnatioは 「何 らか

の 生 まれ 」 を 意 味 して い た 。 そ して ロー マで は 同 じ地 理 的 地 域 か らや って きた 外 国 人 の 集 団 を

意 味 して お り、 そ れ が 外 国 人 で あ るが ゆ え に ロー マ市 民 よ りも下 位 に あ る と考 え られ た 。 こ う

い った 同 じ地 域 か ら来 た 外 国 人 の 集 団 とい う意 味 が 、 中 世 の 大 学 に お い て は 、 同 じ地 域 あ るい

は 同 じ言 語 の 出身 地 ご との 学 生 の 集 団 を 意 味 す る よ うに な った 。 さ らに こ うい った 大 学 が 教 会

の 公 会 議 に お い て 重 大 な 教 義 上 の 問 題 を 判 定 す るた め の 代 表 を 送 る よ うに な った 時 、 ネ ー シ ョ

ンの 意 味 は さ らに 転 換 した 。 そ こで は あ る意 見 を 共 有 す る共 同体(a　 community　 of　opinion)

とい う意 味 に な った の で あ る 。 しか しそ うい った 公 会 議 に お い て あ る意 見 を 代 表 して述 べ る

ネ ー シ ョンは 世 俗 的 な 、 あ るい は 教 会 で の 権 力 者 に 他 な らな い 。 そ れ ゆ え ネ ー シ ョンは 文 化 的 、

あ るい は 政 治 的 権 威 の あ る代 表 者 達 とい う意 味 合 い を 持 つ に 至 り、 政 治 的 、 文 化 的 な 、 そ れ ゆ

え 社 会 的 な エ リー トを 表 わ す こ とに な った 。

　 こ うい ったnatioが 近 代 的 な 意 味 で の ネ ー シ ョン(民 族 、 国 民)と い う意 味 に 転 換 した の は

peopleと の結 び つ きに よ って で あ る。 も と も とpeople、 そ の語 源 とな る ラ テ ン語 のpopulus

は 、 下 層 階 級(rabble)だ とか 平 民(plebs)と い う意 味 で しか な か っ た。 しか し一 六 世 紀 の

イ ン グ ラ ン ドに お い て 旧来 の 封 建 的 世 襲 貴 族 の 没 落 とそ れ に 対 す る農 村 の ジ ェ ン トリーや ヨ ー

マ ン、 さ ら に法 律 家 な どの 中 間 層 が 自らを エ リー トnationで あ る と共 に、 そ うい った 旧特 権

階 級 に 対 して はpeopleで あ る とす る こ とに よ って 、 こ の両 者 が 結 び 付 く こ と とな った 。 そ し
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て そ の 限 りでpeopleと い う言 葉 に 「下 層 」 とい った 悪 い意 味 が な くな った。 さ らに メ ア リー

に よ る プ ロテ ス タ ン ト迫 害 や17世 紀 スチ ュ ア ー ト朝 時 代 に お け る王 権 との 対 立 を 通 して 、 この

peopleは 、王 権 の 有 す る主 権(sovereign)に 対 抗 す るそ れ 自体 主 権 の担 い手 で あ り、忠 誠 の

中 心 的 対 象 と な っ て、 集 合 的連 帯 の基 礎 とな る。 この よ うなpeopleの 新 た な意 味 は逆 に 同 義

語 と され た ネ ー シ ョンの 持 つ 意 味 と もな り、 こ こに ネ ー シ ョンは 主 権 国 民(sovereign　 people)

とい う意 味 に な った の で あ る。

　 この よ うな イ ン グ ラ ン ドに お け るネ ー シ ョンの 発 明に お い て 宗 教 も また 重 要 な 役 割 を 果 た し

た 。 実 際 ロー マか らの 分 離 は イ ン グ ラ ン ドの ネ ー シ ョンの 意 識 の 創 設 に 決 定 的 な 影 響 を 果 た し

た し、 英 語 訳 の 聖 書 は 識 字 率 の 向 上 に よ って ナ シ ョナ リズ ムを 広 め た 。 こ とに 旧約 の 「神 に 選

ば れ た 民 」 とい う精 神 は 大 きな 影 響 を 与 え 、nationと い う言 葉 自体 も英 訳 の 聖 書 に 使 わ れ る こ

とで 広 ま った 。 そ して カ トリ ッ クの王 権 に 対 抗 す る 側 に あ る プ ロテ ス タ ン トと して のnation

-peopleそ れ ゆ え プ ロテ ス タ ンテ ィズ ムの 個 人 主 義 が イ ング ラ ン ドの ナ シ ョナ リズ ムの個 人

主 義 とな った 。 この 個 人 主 義 は 、 宗 教 が 後 退 した と き、 裸 の 自 由や 個 人 主 義 と して 残 る こ と と

な る。

　 この よ うな 状 況 を 考 え る と き、 む しろわ れ わ れ は ナ シ ョナ リズ ムの 最 初 の 形 態 、 イ ン グ ラ ン

ドの ネ ー シ ョン概 念 に こそ 、 デ モ ク ラ シ ー と個 人 主 義 を 見 出す こ とが で き る。 言 い 換 え れ ぽ わ

れ わ れ が リベ ラ リズ ム と呼 ん で い る考 え 方 は 、 イ ン グ ラ ン ドの ナ シ ョナ リズ ムに 淵 源 を 持 つ の

で あ り、 従 って 個 人 へ の 全 体 主 義 的 圧 政 や 文 化 的 一 元 化 とい った 通 常 ナ シ ョナ リズ ムに 対 して

な され る批 判 は 、 ナ シ ョナ リズ ムの あ る形 態 に 対 して の もの で あ って も、 ナ シ ョナ リズ ムそ れ

自体 に 対 す る もの で は な い と言 わ ね ば な らな い 。 む しろ逆 に ナ シ ョナ リズ ム こそ 、 自 由民 主 主

義 の ゆ りか ごで あ り、 ナ シ ョナ リズ ム無 く して デ モ ク ラ シ ーは あ りえ 無 か った と さえ 言 え る。

そ うい った 主 権 国民=peopleに よ る個 人 主 義 的 民 主 主 義 と結 び つ くが ゆ え に、 ナ シ ョナ リズ

ムに お け る個 人 的 アイ デ ン テ ィテ ィの 起 源 はpeopleの 中 に あ る と も言 え る。

4-4　 唯 一 性 とエ スニ ッ ク性

　 そ れ で は わ れ わ れ が 通 常 ナ シ ョナ リズ ム とい うと思 い 浮 か べ る よ うな 、 全 体 と して ネ ー シ ョ

ンの 唯 一 性 や ネ ー シ ョンの 歴 史 的 な 伝 統 と して の 民 族 性 の 重 視 とい った 特 徴 が ネ ー シ ョンに 現

れ るの は ど うい う状 況 に お い て で あ ろ うか 。 こ こで グ リー ン フ ェル ドは 、 唯 一 性 を フ ラ ン スの

ナ シ ョナ リズ ムに 、 民 族 性 を ロシ アや ドイ ツの ナ シ ョナ リズ ムに 帰 す る こ とに な る。

　 フ ラ ン スに お い て サ ロンや ア カデ ミーを 形 成 す る よ うに な った18世 紀 の 貴 族 達 は 、 絶 対 王 政

下 に お い て は む しろ 相 対 的 に 窮 乏 す る よ うに な った 。 そ こで 彼 ら は王 と対 峙 して 自 ら を人 民

(peuple)と 一 体 化 し、 人 民 の利 益 に奉 仕 す る もの と規 定 す る よ うに な った 。 これ は ま さに16

世 紀 の イ ン グ ラ ン ドに お い て 生 じた こ とで あ った が 、 議 会 制 度 等 か ら18世 紀 の フ ラ ンス の知 識
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人 に と って イ ン グ ラ ン ドは 先 進 国 で あ り、 そ れ ゆ え 「ネ ー シ ョン」 の 観 念 も また 移 入 され る こ

と とな った 。 しか しそ うい った イ ン グ ラ ン ドに 対 す る フ ラ ン スの 貴 族 、 知 識 人 達 の 態 度 は 両 義

的 で あ り、 イ ン グ ラ ン ドの 「金 銭 」 を 第 一 とす る価値 観 に 対 す る抵 抗 感 もあ った 。 自 らの ネ ー

シ ョンの 結 び つ きを 単 な る金 銭 に よ りつ な が りを 超 え た 理 想 的 な 一 体 の もの と考 え た い 、 とい

う傾 向 もあ った の で あ る。 これ は ル ソ ーの 「一 般 意 志 」 に 典 型 的 に 現 れ る考 え 方 だ が 、 そ れ ゆ

え こ こに 「唯 一 に して 不 可 分 の 共 和 国 」 とい うフ ラ ン ス革 命 の ス ロー ガ ンに あ る よ うな 、 集 合

主 義 的(collectivistic)ナ シ ョナ リズ ムが 生 じる こ と とな った 。 これ は 、 同 じ よ うに普 遍 的 な

デ モ ク ラ シ ーの 基 礎 とな るに せ よ、 個 人 主 義 的 、 自 由主 義 的 な イ ン グ ラ ン ドの ナ シ ョナ リズ ム

とは 別 の タイ プの もの あ る。

　 一 方 ナ シ ョナ リズ ム と民 族 性 の 結 び つ き、 土 着 の 要 素 の 活 用 は ロ シ アや ドイ ツに お い て な さ

れ る よ うに な った 。 そ れ は そ れ らの 国 々に お け る貴 族 の 自 らの 後 進 性 に 関 す る劣 等 感 が 関 わ っ

て くる。 そ こに ル サ ンチ マ ンの 働 く余 地 が 生 じて くる。

ル サ ンチ マ ンの 創 造 的 力　 そ して そ の 社 会 的 重 要 性　 は 、それ が結 局『 諸 価 値 の価 値 転 換 』

(transvaluation　 of　values)を 導 く とい う こ とに存 す る。 それ は 、元 来 至 高 で あ る諸 価 値

を 示 し、 そ れ らを 重 要 で な く外 的 で 、 あ るい は 実 際 元 の もの さ しで は 否 定 的 な 印 とな る よ

うな 観 念 で 置 き換 え る、 そ うい った や り方 で 価値 の もの さ しを 転 換 す るに 至 る15)

要 す るに 先 進 地 域 に 対 して そ の ま まの 価値 観 で は 対 抗 で きな い た め 、 価値 観 を 転 換 し、 そ れ に

よ って 自 らの 「後 進 性 」 を 美 化 し、 対 抗 しよ うとす るの で あ る。 ロシ アの 場 合 は 、 遅 れ た ロ シ

アの 魂 や 精 神 を 美 化 し、 そ の 具 体 化 と して の ロシ アの 「人 々」 を 理 想 化 す る よ うに な る。 そ う

い った ロシ アの 魂 や 精 神 とい う土 着 の 要 素 に よ るが ゆ え に 、 そ の ナ シ ョナ リズ ムは 、 集 合 主 義

的 な だ け で な く、 エ ス ニ ックな 要 素 も持 つ に 至 った の で あ る。

　 似 た よ うな 状 況 は ドイ ツに お い て も生 じる。 も っ と も ドイ ツの 場 合 、 ナ シ ョナ リズ ムを 担 っ

た の は 、 フ ラ ンス 、 ロシ ア の よ うな貴 族 で は な く 「教 養 市 民 」(Bildungsbnrger)で あ った 。

彼 らは 貴 族 の 出 自を 持 た な い 中 産 階 級 で あ った が 、 旧支 配 層 に 上 昇 を は ば まれ る一 方 、 教 師 や

官 吏 とい った ポ ス トの 希 少 性 に よ る不 安 定 さが 、 ナ シ ョナ リズ ムを 生 み 出す 前 提 条 件 とな って

い る。 そ の 上 で 特 に ナ ポ レオ ンの 侵 攻 に よ る危 機 が そ の 契 機 とな った 。 そ うい った 危機 的 状 況

に お け る ドイ ツ国 民 と して の 一 体 感 こそ が ドイ ツ ナ シ ョナ リズ ムの 発 生 源 とな った の で あ る。

そ れ は 集 合 主 義 的 とい うだ け で な く、 情 緒 的 な 敬 慶 主 義 と反 啓 蒙 と して の ロマ ン主 義 とい った

土 着 の 要 素 を 利 用 した エ ス ニ ックな もの で あ り、 また 西 欧 へ の ル サ ンチ マ ンに よ って 持 続 的 に

活 性 化 され た 。
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5　 アイデンテ ィテ ィの類型化

5-1　 ナ シ ョナ リズ ム に お け る諸 類 型

　 ア イ デ ン テ ィテ ィの 形 成 の 歴 史 を た ど る こ とに よ り、 わ れ わ れ は テイ ラ ーに お い て は 自 由主

義 的 自己 と表 出主 義 的 自己 とい う二 つ の 類 型 を 見 出 した が 、 グ リー ン フ ェル ドも また 、 各 国 に

お け る ナ シ ョナ リズ ムの 展 開 の 後 を た ど る こ とに よ って 、 ナ シ ョナ リズ ムの 類 型 化 を 図 る。 彼

女 は ナ シ ョナ リズ ムを 二 つ の軸 に よ っ て類 型 化 す る。 一 つ の軸 は シ ビ ッ ク(civic)一 エ ス ニ

ック(ethnic)の 軸 で あ り、 も う一 つ は 個 人 主 義 ・自 由主 義 的(individualistic-libertarian)一

と集 合 主 義 ・権 威 主 義(collectivistic-authoritarian)と い う軸 に よ る。

　 ナ シ ョナ リズ ムの 原 型 とな り、16世 紀 に イ ング ラ ン ドで 最 初 に 現 れ た の は 、 個 人 主 義 ・自 由

主 義 的 で シ ヴ ィ ックな ナ シ ョナ リズ ムで あ る。 そ れ は 社 会 が 自 由で 平 等 な 個 人 の 集 ま りで あ る

(個人 主 義 ・自 由主 義 的)と い う考 え の 上 に 立 ち、 さ らに ナ シ ョナ リテ ィに つ い て の シ ヴ ィ ッ

ク な考 え方 と結 び つ い て い る。 シ ヴ ィ ッ クな ナ シ ョナ リテ ィ とは、 公 民 性(citizenship)、 即 ち

あ る権 利 と義 務 を 受 け 入 れ る限 り誰 で もそ の メ ンバ ーで あ る こ とを 認 め る開 か れ た もの で あ る。

そ して この タ イ プは イ ン グ ラ ン ド―イ ギ リスの 他 、 む しろ ア メ リカに お い て よ り純 粋 な 形 で 現

れ て い る。

　 一 方 集 合 主 義 ・権 威 主 義 的 で シ ヴ ィ ックな ナ シ ョナ リズ ム と して フ ラ ンス の ナ シ ョナ リズ ム

が 挙 げ られ る。 フ ラ ン スは 確 か に フ ラ ン ス革 命 に お け る人 権 宣 言 等 に お け る権 利 と義 務 に よ る

メ ンバ ー シ ップ とい うこ とで シ ヴ ィ ックで あ るが 、 他 方 ル ソ ーの 一 般 意 志 に 現 れ て い る よ うな

意 味 で 集 合 主 義 的 で あ る。 即 ちそ れ は ネ ー シ ョンを 一 人 の 集 合 主 義 的 個 人 とみ な す の で あ り、

そ れ を 構 成 して い る諸 個 人 の 意 志 や 欲 求 や 関 心 よ りもそ の 集 合 主 義 的 個 人 独 自の 意 志 、 欲 求 、

関 心 を 優 先 す るの で あ って 、 諸 個 人 の 多 数 か ど うか とい うこ とで 判 断 され るわ け で もな い 。

　 集 合 主 義 ・権 威 主 義 的 で エ ス ニ ッ クな ナ シ ョナ リズ ム とは ドイ ツや ロ シ ア、 日本16)を 典 型

とす る もの で あ り、 ナ シ ョナ リズ ムの 大 多 数 は この 類 型 に 入 る。 即 ち、

そ れ[集 合 主 義 的 で エ ス ニ ックな ナ シ ョナ リズ ム]は ネ ー シ ョンに つ い て の 一 元 的 な 定 義

を メ ンバ ー シ ップの エ ス ニ ックな概 念 と結 び つ け る。 即 ち ナ シ ョナ リテ ィ とは 内 在 的 で 、

遺 伝 的 で 、 血 に よ って 伝 達 され 個 人 の 意 志 とは 独 立 な 特 徴 で あ って 、 も しそ れ を も って 生

まれ なか った ら獲 得 で きず、 も しそ れ を もって生 まれ た ら喪 失す る こ とのな い特 性 で あ る17)

た だ し二 つ の 軸 に よ る四 種 類 の 類 型 化 の 内、 個 人 主 義 ・自 由主 義 的 で エ ス ニ ックな ナ シ ョナ

リズ ムは 存 在 しな い 、 と グ リー ン フ ェル ドは 言 う。

こ うい った 類 型 化 に お い て 、 シ ヴ ィ ック　 エ ス ニ ックの 対 比 は 、 西 の ナ シ ョナ リズ ム と東 の
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ナ シ ョナ リズ ムの 対 比18)と い う系 譜 を 引 い て お りナ シ ョナ リズ ム研 究 に お い て 一 般 的 で あ る。

た だ さ らに 個 人 主 義 ・自 由主 義 　 集 合 主 義 の 対 比 を 入 れ て フ ラ ンス とイ ギ リス 、 ア メ リカの 区

別 を した の は グ リー ン フ ェル ドの 独 創 で あ ろ う。

　 そ して グ リー ン フ ェル ド自身 は 、 明 らか に 個 人 主 義 ・自 由主 義 的 で シ ヴ ィ ックな ナ シ ョナ リ

ズ ムに コ ミ ッ トして い る。 な ぜ な らデ モ ク ラ シ ー と本 来 的 な 意 味 で 結 び つ くの は 個 人 主 義 ・自

由主 義 的 で シ ヴ ィ ックな ナ シ ョナ リズ ムに 他 な らな い か らで あ る。 確 か に 自 由で 自立 した 個 人

こそ が デ モ クラ シ ーの 根 本 に あ るべ きで あ り、 しか もそ うい った 個 人 か らな るネ ー シ ョンは 、

シ ヴ ィ ックで あ るが ゆ え に 、 開 か れ て い る。 また 個 人 主 義 ・自 由主 義 的 な ナ シ ョナ リズ ムに お

い て は 、 集 合 主 義 的 ナ シ ョナ リズ ムに お け る よ うに 知 識 人 が ネ ー シ ョンの 意 志 を 代 表 す る よ う

な 特 権 階 級 に な らず 、 選 挙 に よ る多 数 派 が ネ ー シ ョンの 意 志 を 表 わ して い るの で あ る。

5-2　 ア イデ ンテ ィテ ィの 一 般 的 類 型 化

　 この よ うに 、 テイ ラ ー も グ リー ン フ ェル ドも、 アイ デ ン テ ィテ ィ形 成 の 歴 史 を た ど る と共 に 、

そ こに お い て アイ デ ン テ ィテ ィの 諸 類 型 を 見 出 し、 類 型 化 を もな して い る。 しか し先 に 述 べ た

よ うに テ イ ラ ーに お け る個 人 的 アイ デ ン テ ィテ ィは そ の 対 話 的 本 性 に よ りグ リー ン フ ェル ドの

ナ シ ョナ リズ ムに 典 型 的 で あ る よ うな 集 団 的 アイ デ ン テ ィテ ィの 形 成 と表 裏 一 体 の 関 係 に あ る。

従 って テイ ラ ーの 諸 類 型 と グ リー ン フ ェル ドの 諸 類 型 を 参 考 に しな が ら、 よ り一 般 的 な 近 代 的

アイ デ ン テ ィテ ィの 諸 類 型 を 求 め る こ とは で きな い で あ ろ うか 。 即 ち グ リー ン フ ェル ドの ナ シ

ョナ リズ ムに お け る四 つ の 類 型 を 、 近 代 的 自己 に お け る 「自 由主 義 　 表 出主 義 」 の 類 型 と重 ね

合 わ せ る こ とで 、 よ り一 般 的 な 近 代 の アイ デ ン テ ィテ ィの 類 型 を 考 え るの で あ る。 そ して 現 代

に お け る アイ デ ン テ ィテ ィを 巡 る諸 問 題 を 、 そ うい った 近 代 的 アイ デ ン テ ィテ ィの 一 般 的 諸 類

型 に 位 置 づ け る こ とに よ って 、 相 互 の 関 係 に つ い て あ る見 通 しを 得 る こ とが で き るか も しれ な

い 。 そ こで 先 ず アイ デ ン テ ィテ ィの 一 般 的 類 型 化 を 試 み て み よ う。

　 グ リー ン フ ェル ドは シ ヴ ィ ックー エ ス ニ ックを 縦 軸 、 個 人 主 義 ・自 由主 義一 集 合 主 義 を 横 軸

と した 。 一 方 テイ ラ ーの 自 由主 義一 表 出主 義 の 対 比 は 、 明 らか に シ ヴ ィ ックー エ ス ニ ックの縦

軸 の 対 比 と重 ね 合 わ せ る こ とが で き る。 な ぜ な らば 先 に 述 べ た よ うに 表 出主 義 に お け る 「真 正

さ」 は 、 あ る種 の 本 質 的 な もの と して エ ス ニ ックな もの を 包 含 す る し、 そ れ は また シ ヴ ィ ック

な 「自 由」一 権 利 ・義 務 関 係 に よ る集 団 へ の 自 由な 加 入 ・脱 退 の 対 極 に あ るか らで あ る。 そ れ

ゆ え わ れ わ れ は アイ デ ン テ ィテ ィの 一 般 的 類 型 化 と して 次 の 図 式 を 考 え た い 。
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個 人 的 ε 集 団 的 アイ デ ンテ ィテ ィ

離脱的 真正 さ

自由主義的 1 皿

集合主義的 五 ]V

　この図式の縦軸の 「離脱的」とは何よりもまず世界からのデカル ト的な形而上学的離脱性を

指 している。 しか しそれは世界から離脱 したゆえの改変可能性や元々置かれていたコンテクス

トからの解放とい う点で、社会集団への帰属を問題にするレベルで考えれぽ、シヴィックなメ

ンバーシップのオープン性に通 じるし、そ ういったオープン性を確保するために必要な、それ

自体としては無内容で形式的、手続き的とい う意味合いも含む。他方表出主義的な真正さは対

照的に内容がある限 りで真正さが問題となる。また真正さを追求 しうる性質である限 り、エス

ニックな性質の内在性、あるいは変更不可能性、獲得不可能性を帰することもできる。

　さらにこの図式における一つの特徴は個人的アイデンティティと集団的アイデンティティが

重な り合っているとい うことである。例えば自由主義的　離脱的な領域1は 個人的アイデンテ

ィティを示すとともに、その個人が同じ自由主義的一離脱的な集団的アイデンティティにも属

している、とする。もっともその属 し方の関係については場合によってより濃い、薄いとい う

程度の差があるにせよ、何らかの集団に属さないような個人的アイデンティティは存在 しない

とい うことになる。

5-3　 ア イデ ンテ ィテ ィを 巡 る諸 問 題 の 一 般 的 類 型 へ の 位 置 づ け

　 最 後 に この 図 式 に アイ デ ンテ ィテ ィを 巡 る現 代 の 諸 問 題 を 位 置 づ け て み た い 。 領 域1に お い

て は 、 通 常 い わ れ る個 人 主 義 的 自 由主 義 と集 団 的 アイ デ ンテ ィテ ィの 微 妙 な 問 題 が 露 わ に な っ

て い る。 実 際 共 同体 主 義 が 批 判 した 自 由主 義 的 な 「負 荷 な き 自己 」 とは 共 同 体 とい うコ ン テ ク

ス トか ら 「離 脱 した 」 もの と され て い た し、 そ の 限 りで 領 域1に 集 団 的 アイ デ ン テ ィ テ ィが 重

ね あ わ され るの は 奇 妙 に 思 わ れ る。 しか しこ こで シ ヴ ィ ック ・ナ シ ョナ リズ ムの 意 義 を 考 え た

い 。 即 ち 自 由主 義 的 個 人 が 前 提 とす る リベ ラル ・デ モ ク ラ シ ーは 、 何 らか の ナ シ ョナル ・アイ

デ ン テ ィテ ィな しに は あ りえ な い 、 とい うこ とで あ る。 そ の 限 りで 現 実 に は1に お け る 自 由主

義 的 個 人 も シ ヴ ィ ックな ネ ー シ ョン ・ビル デ ィン グな しに は 存 在 しえ な い 。 この こ とは 純 粋 に

手 続 き的 な 公 共 性 を 指 向 す るハ ーバ ー マ スが 「憲 法 愛 国 主 義 」 を 主 張 す る こ とに通 じる19)。そ

して こ うい った 集 団 的 アイ デ ン テ ィテ ィの 重 要 性 は 、 自 由主 義 の よ り徹 底 した 形 で あ る リバ タ

リア ニ ズ ムに お い て さえ 同様 で あ る こ とは 先 に 述 べ た 通 りで あ る。

　 グ リー ン フ ェル ドの ナ シ ョナ リズ ムに つ い て の 図 式 に お い て 、 領 域Ⅲ は あ りえ な い と され て

い た 。 しか しこれ を わ れ わ れ は 共 和 主 義 的 、 公 民 的 な 共 同体 の アイ デ ン テ ィテ ィの 領 域 と考 え
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てよい。おそらくこれはテイラーが理想としたものであろうが、ここにおいて個人は自発的に

(即ち自由主義的に)そ の属す る共 同体へ奉仕する と共に、そ ういった共 同体の公民性

(citizenship)は 、単なる手続 き的なものではな く 「真正なもの」 と見なせる。実際そこでは

単なる手続き的でない内容のある美徳(virtue)が 求められる。

　 「真なる自己」を追求するロマン主義的な自己が領域皿に属することは言 うまでもない。そ

してそ ういった 「真正さ」をより徹底的に追求 したものとしての実存主義的自己もまた領域皿

に属するものと見なすことができる。それは領域1に おけるリバタリアン的自己のような、そ

の領域でのある極限的なあ り方と言 うべきである。 しか しこの場合でも 「自己」は集団的アイ

デンティティに全 く無関係ではない。実際サル トルはアンガージュマンを主張 した。

　フェミニズムにおけるジェンダーとセ ックスの対比は領域Ⅱ と領域Ⅳの対比と考えることが

できるであろう。実際セックスは生物学的であるがゆえに、真正なものとしてそれから逃れる

ことができない。他方ジェンダーは文化的であるが故にその文化を変えることで改変できるこ

とになる。その改変性は離脱的、あるいはシヴィックなメンバーシップのオープン性と同等の

ものと見なせる。そ してまたフェミニズムにおける古典的な自由主義、男女平等との対比は領

域Ⅰ との対比として考えることができる。

　エスニシティが領域Ⅳに属することは明らかであろう。実際エスニシティはそれ単独での国

民国家の建設と結びついていない、とい うだけであってエスニックなナショナル ・アイデンテ

ィティと本質的な違いはない。ナショナリズムにおいて批判される内部の一元化、均質化はエ

スニシティ内部においても問題とされる。これはカナダのケベ ックなどでのフランス語教育の

強制化を巡って議論されたことである。 しか しこの場合それに反対 して個人の自由を認めるこ

とはその個人が しば しばマジョリティの側にたつが故に、エスニシティの存続そのものに関わ

る事態が生 じることになる。この問題に対 して外部的には一体性を認め内部的には個人の自由

を認めよ、とい うキムリッカなどの主張は、われわれの図式によれぽ、本来領域]Vに あるエス

ニシティを領域Ⅱに移行させよ、とい うものであると見なせる。

　宗教原理主義は領域Ⅳにおけるある極限的な形であると見なせる。それは領域Ⅰの極限が リ

バタリアン的自己、領域Ⅲの極限が実存主義的自己であったのと同様である。ただ しそこにお

ける道徳的源泉、構築的善は神であって、内面にあるわけではない。その限 りで近代的な表出

主義的真正さとは異質なものである。 しか し真正さを求める限 りにおいて離脱的とは言えない。

また宗教、特に普遍宗教は誰にでも開かれているとい う点でむ しろ領域Ⅱに属すると思われる

かもしれない。 しか しいったん入った信者の共同体からの離脱が理念的に、あるいは現実的に

不可能であること、さらに理念的にはすべての人間がその共同体に入るべきだとい うことから、

全人類をネーションとしたエスニックなナショナリズムと本質的に同 じである、と見なせる。

逆に言えば、ナショナリズムこそ世俗化 した近代における宗教の代替物であるとい う見方を取

183



平　田 β良

ることができるかもしれない。そ う考えれば、中世において宗教を巡って起きた戦争が、近代

においてネーションを巡って起きたとい うことも納得できる。もっとも宗教的原理主義の側か

らは近代において形成されたアイデンティティについての類型の中に入れられるのは不服かも

しれない。なぜなら彼らは永遠性を主張するからである。 しか しそ ういった永遠性の主張は実

はエスニックなナショナリズム、古代から連綿と続 く本質主義的ネーション観と共通 している。

さらにこういった原理主義が何 らかの形で近代において 「創 られた」(invented)も のである

とい う点も、ナショナリズムとの共通性を示 しているように思われる。

　現代におけるアクチュアルな問題のほとんどは以上のようにアイデンティティを巡る問題と

見なせる。そ してその限 りでそれら諸問題は先の類型に位置づけることができる。その場合自

由主義に対する共同体主義的批判は領域Ⅰに、ナショナリズムなどの他者の排除への批判は領

域Ⅳに対するものと見なせる。それでは領域ⅡやⅢに対 してはどうであろ うか。 しか し真正さ

を問題とする限 り真正でないものの排除は付きまとうように思われるし、集合主義的なものに

よる抑圧もまた不可避であろう。

　ともあれアイデンティティこそ現代における諸問題を引き起こす源であ り、そ ういった諸問

題の根本的解決のためには、ポス トモダニス トが主張するように、そ ういったアイデンティテ

ィそのものの脱構築を 目指すべきなのかもしれない。 しか しわれわれのこの時代においてアイ

デンティティな しで生きてい くことは可能なのであろうか、こういった問題についてはまた別

の機会に論 じたい。
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